
1 はじめに

Bhaffikavya研究 BhK 6.71-86: nirupapadalqdadhikara* 

川村悠人

ノtーニニ文法の体系において、 A3.1.91 dhatoJ:i （「動詞語根の後に」）の支配下規則により導入が

規定される接辞には、それが定動詞接辞（tiN）である場合を除いて、 A3.1.93 lqd atinにより !qtと

いう術語が適用される。 !qt接辞で終わる項目は、 taddhita接辞で終わる項目並びに複合語と同様、

A 1.2.46 lqttaddhitasamasas caにより名詞語基（pratipadika）と呼ばれ、名詞接辞導入の操作対象と

なる（A4.1.2 svau asamautch時五bhyambhisnebhyambhyasnasibhyambhyasnasosamnyossup）。 !qt接

辞が動詞語根の後に直接導入されるのに対し、 taddhita接辞は原則として名詞語基から派生した名

詞接辞で終わる項目（subanta）の後に導入され（A4.1.82 samarthanam prathamad v孟）、複合語の形

成もまた名詞接辞で終わる項目の存在を必要とする（A2.1.4 saha supa）。名詞接辞導入、 taddhita

接辞導入、複合語形成の前提となる名詞語基を供給するという意味において、 !qt接辞導入規則は

名調形成において重要な地位を占めると言うことができる。パツティ（Bhagi、6世紀後半－7世紀

前半）がBha!.fikaりa主題の部（adhikarakai:ic;!a）において、 taddhita接辞導入規則と複合語形成規

則を全く例証せずむt接辞導入規則の例証に傾注していることは、その傍証に他ならないlo

Bhaffiktivyaの伝統的注釈者達によれば、 !qt接辞導入規則を例証する BhK5.97-7.85により構成

される lqdadhikaraは次のように分類される20

(a) tadhikara （例 vane+ car + Ta → vanecara「森で苦行する者」） 3 

BhK 5.97-100→ A 3.2.16 care~ 何年一A 3.2.23 na fabdaslokakalahagathavairacatusu住amantrapa-

de~u // 

!qt接辞Taは共起項目（upapada）の存在を条件として動詞語根の後に導入される接辞の一つ

であり、 A3.4.67 kartari Mにより〈行為主体） (kartari）を表示する。 tadhikaraとしイ名称

は、 A3.2.16 A 3.2.23が全てTaに関わる文法操作を規定していることに起因する。

(b) krtyadhikara （例pracch+ tavyaT → pra~tavya 「間われるべきもの」）

BhK 6.46-67→ A 3.1.95 lqty功 A3.1.132 cityagnicitye ca// 

A 3.1.95 lqty功の支配下規則により導入が規定される接辞には、 !qtに加えてlqtyaという術語

が適用される。 lqtyaと呼ばれる接辞は原則として A3.4.70 tayor eva lqtyaktakhalarth劫によ

り〈行為） (bhava）または〈目的） (karman）を表示する。なお、パーニニ文法家達は三種の

〈行為） (bhava）を識別している。〈内的行為） (abhyantarabhava）と〈外的行為） (b油yabhava)

である。前者は動詞語根の意味としての〈行為〉である。一方、後者はpaka（「料理行為」）等

といった行為名詞が表示する〈行為〉であり、それは実体同様に扱われる（dravyavat）。 lqtya

＊本研究は JSPS科研費25・1124の助成を受けたものである。

l主題の部の構成については Kawamura:forthcomingを見よ。

2ジャヤマンガラは（c)(k）に Iqdadhikaraという名称を与えるが、（a）ー（b）も A3.1.93により !qtと呼ばれ
る接辞を扱う箇所であるから、本稿ではそれらも Iqdadhikaraに含めて論ずる。

3vanecaraとし寸複合語は名詞接辞（sUP）にゼロ（luK）が代置されない aluksamasaである。 A6.3.14 
tatpuru~e lqti bahulam // （「tatpuru切において、 !qt接辞で終わる項目が複合語の後続要素である時、先行要
素に後続する第七格接辞にゼロが代置されないことが多様に起こる」）
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接辞や Kta接辞が表示するのは前者であり、（k）で見る GHa肉等の!qt接辞が表示するのは後

者である＼

(c) nirupapadakrdadhikiira （例 Iq ＋ ~vuL → karaka 「［ラーマと］同盟を結ぶ［スグリーヴア］」）

BhK 6.71-86→A 3.1.1331_1vultrcau-A 3.1.150 asi~i ca// 

当該箇所については本論2を見よ。

( d) sopapadakrdadhik孟ra（例 fatru+ Iii + a~ →勾trulava 「敵を切り裂く者」）

BhK 6.87 93→A 3.2.1 karmlll).y 四一A3.2.16 carq taり／／

A 3.2.1-A 3.2.16により扱われるのは、共起項目の存在を根拠として動詞語根の後に導入さ

れる !qt接辞である。 A3.4.67により〈行為主体〉を表示する。

( e) khasiidyadhik尋問（例 sattva+ ej-i + KHaS→ sattvamejaya「動物達を恐怖させる［獅子］」）

BhK 6.94-108→ A 3.2.28 ejeJ:t khas-A 3.2.47 gamas ca II 

A 3.2.28-A 3.2.37 ugrampasyerammadapal).indhamas caは蛇t接辞 KHaS,A 3.2.38 priyavase 

vadaJ:t khac-A 3.2.47はむt接辞KHaCに関する文法操作を規定する。 KHaSもKHaCも共起

項目が存在するときに導入される接辞であり、 A3.4.67により〈行為主体〉を表示する。両

接辞はともに KH音を IT（指標辞［anubandha］）として有する。 KH音を ITとする接辞で終

わる項目が後続するとき、先行要素の最終母音にはA6.3.67 arurdvi号adajantasyamumにより

mUMが付加される（sattvamejaya）。

(f) diidhikiira （例 diira+ gam + I;>a → diiraga「遠くまで飛ぶ［矢］」）

BhK 6.109 6.111→ A 3.2.48 antatyantadhvadiiraparasarvanante号u<:i均一A3.2.50 ape klefata-

masoJ:t // 

A 3.2.48-50が扱うのは、共起項目の存在を条件として動詞語根の後に導入されるM接辞I;>a

である。それは A3.4.67により〈行為主体〉を表示する。（a）と同様、 A3.2.48-A 3.2.50が

全てi;>aに関する文法操作を規定していることから<;ladhikaraという名称が与えられる。

(g) upapadiidhikiira5 （例釘r~a + han + ~inl →釦号aghatin 「頭を切り落とす者」）

BhK 6.112-133→ A 3.2.51 kumarasir号ayorl).ini与A3.2.101 anye~v api drsyate II 

(d）と同様、 A3.2.51 101は、共起項目の存在を前提として動調語根の後に導入される !qt接

辞を扱う。当該の !qt接辞も A3.4.67により〈行為主体〉を表示する。

(h) anupapadiidhik尋問6（例 Iq+Kta→lqta「既になされたもの」）

BhK 6.134-136→ A 3.2.102 ni~tha-A 3.2.104 jiryater atrn // 

(c）と同様、 A3.2.102-104が扱うのはその導入に共起項目の存在を必要としない !qt接辞で

ある。当該規則により導入が規定される Kta以外の!qt接辞は、 A3.4.67により〈行為主体〉

を表示する。 Ktaは原則として A3.4.70により〈行為〉またはく目的〉を表示する。

4c紅 dona1997: pぽ.297及びOgawa2005: 58-60を見よ。

5名称は異なるが、意図するところは sopapadalqdadhikara（「共起項目の存在を導入条件とする同t接辞」）
と同じである。

6nirupapadalqdadhikaraと意図するところは同じである。
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( i) tacchilikadhikara （例 ki;+ ti;N→ kartr 「森を巧みに揺らす［風］」）

BhK 7.1 27→A 3.2.134 a kves tacchTiataddhannatatsadhukfui~u A 3.2.178 anyebhyo’pi di;-

syate // 

A 3.2.135 ti;n-A 3.2.178はA3.2.134の支配下にある。 A3.2.135 178により導入が規定され

るki;t接辞は、 xをなす傾向にある（tacchTia) （行為主体〉、 xをなす義務がある（taddhanna)

〈行為主体〉、あるいは xを上手になす（tatsadhukfuin) （行為主体〉を表示する。

り） nirvise号akrdadhikara（例 ki;+ u~ → karu 「［ラーマの目的を］果たす［スグリーヴァ］」）

BhK 7.28-337→ A 3.3.1 Ul}lidayo bahulam-A 3.3.17 sr sthire II 

A3.3.l-A3.3.17により導入が規定される ki;t接辞は、上に述べたような、それら全てに共通

する特質（vise~a）や論題（adhikara）を持たない80 これが、当該規則を例証する BhK7.28 33 

が nirvise~aki;dadhikara または niradhikaraki;dadhikara と呼ばれる所以である。

(k) gha踊 dyadhikiira（例 nas+ GHa肉→ nafa「死ぬこと」）

BhK 7.34 859→A 3.3.18 bhave-A 3.3.128 ato yuc II 

当該箇所の特徴としては、 A3.2.20 parimal}akhyayaqi sarvebhyaJ.i A 3.3.112 akrose nafiy ani与

にbhave(A 3.3.18）と akartarica karake sa吋而yam(A 3.3.19）が継起する点が挙げられる。

A 3.3.18-112により導入が規定されるむt接辞は、〈行為＞ (bhava）または〈行為主体〉以外

のkaraka(akartari-karaka）を表示する。 A3.3.113 ki;tyalyu!o bahulam以降の規則では、 ki;t接

辞の意味に関して個別の意味規定が考慮される。

A~fadhyayr におしミて、 A3.1.93 ki;d atin から ki;t と~＇う項目が A 3.4.76 kto’dhikaral}e ca dhrauvya 

gatipratyavasanarthebhy功まで、継起する。
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A 3.4.76 kto’dhikaral}e ca dhrauvyagatipratyavasanarthebhya年／／

7マッリナータは BhK7.28 31にu1.1adipadoktapratyayadhikaraとし寸名称を与える。しかし、当該箇所で
例証されるのは u1.1adi接辞の導入を規定する A3.3.1 明記ayobahulam だけではないから、ジャヤマンガラ
がBhK7.28-33に対して与える名称を採用する。

8JM on BhK 7.28 (146.20): ito vise~adhikarabhavat nirvise~aki;to darfayann aha I 

9マツリナータは BhK7.32-85をghafiadyadhikaraと呼ぶ（テクストの ghafiadhikaraを修正）。本稿では、
BhK 7.28-33をniradhikaraki;dadhikaraとしてそれを 7.34-85と区別するジャヤマンガラ注に従う。ジャヤ
マンガラは 7.34-85に特定の名称を与えないため、名称についてはマッリナータ注に与えられるものを提示
する。なお、ジャラマンガラは BhK7.34-85をさらに細かく分類する。

(k 1) BhK 7.34-67→ A 3.3.18 bhave A 3.3.93 karma1.1y adhikara1.1e ca II (JM on BhK 7.34 [148.12］：’ at幼par叫1

bhave kartari ca karaka ity adhiki;tya ki;d ucyate) 

(k-2) BhK 7.67-77→A 3.3.94 striyan ktin A 3.3.112 filaose nafiy aniJ:i II (JM on BhK 7.68 [156.22]: strilingam 
adhiki;tyocyate) 

(k-3) BhK 7.78 85→ A 3.3.113 ki;tyalyuro bahulam A 3.3.128 ato yuc II (JM on BhK 7.78 [159.6］：・ i叫
strI!i白gabhavamnivartya ki;d udahriyate) 
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規則数は 497である。そのうち、 Bhaf!ikavyaのlqdadhikaraにおいては、ヴ？ェーダ語に関わるもの

を除いて 318規則が扱われており、およそ六割五分にあたる。そして、（a）が別立てされているこ

とを除けば、（b）ー（k）ではパーニニ文典における規則の配列順序通りに lqt接辞導入規則が例証され

ていく 100 

(a）一（k）のうち、川村 2013では（d）を取り上げ、パッテイがなす規則例証の諸特徴を指摘した。

(d）との関連のもとパッティの規則例証原理に関する考察を深めるべく、本稿は（c）を扱う。 BhK

6.71-86の和訳と A3.1.1331).VUlt¥Cau-A 3.1.150 asi~i caを例証するパッティの表現に対する解説を

企図したものである。

2 nirupapadakrdadhikara 

A 3.1.91の支配下規則において第七格接辞で終わる項目により指示される項目は、それが口語

(bha~a）や聖典語（chandas）といった言語領域を示すもの及び接辞導入の意味条件を与えるもの

である場合を除き、次の規則により upapada（「共起項目」）と呼ばれる。

A 3 .1. 92 tatropapadaqi saptamistham // 

「A3.1.91 dhatoJ:iの支配下にある規則中で、第七格接辞で終わる項目によって指示さ

れる項目は upapadaと呼ばれる」

A 3.1.133-150は、 upasargaが共起項目であることを lqt接辞導入の条件として提示する A3.1.136 

atas copasargeとA3.1.137 paghradhmadhe<;lctrfaJ:i t功（A3.1.136から upasagreが継起）を除き11、

lqt接辞の導入に共起項目の存在を要求しない。 Bhaf!i初vyaの注釈者達は A3.1.133-150により導

入される lqt接辞を「共起項目の存在を導入条件としない lqt接辞J(nirupapadalqt）と呼び12、そ

れら規則を例証する BhK6.71 86をnirupapadalqdadhikaraと呼ぶ13。なお、 A3.1.133-150により

導入される lqt接辞は全て、 A3.4.67により〈行為主体〉を表示する。

ノfッティがBhK6.71-86において使用する表現とそれによって例証される規則の対応は以下の

通りである。

• BhK 6.71: sakhyasya tava ... karak功（「貴方と同盟を結ぶ［スグリーヴァ］」） ; dra号！iisi

maithilya与（「貴方はミテイラーの王女をすぐに目にするでしょう」）→ A3.1.1331).vulqcau II 

• BhK 6.71-75: kapinandanaり（「猿達を喜ばせる［スグリーヴァ］」） ; nandanani munidral).am （「最

上の聖者達を喜ばせる［森］」） ; vasanaiJ:i （「さえずる［蜂達と鳥達］」） ; rocanaiJ:i （「輝かしい

［蜂達と鳥達］」） ; ramal).如 ivanaukasam （「森の住人達を魅了する［森］」） ; udbhasini （「光彩

10!adhikaraのみが別立てされる理由、注釈者達による（a)-(k）への分類の意味、そして（a)-(k）それぞれの
特質については本稿では詳論し得ない。別稿を用意する。

11KV on A 3.1.136 (IV.207.22): akar紘ntebhyodha印bhy油 upas紅geupapade kapratyayo bhavati I 

12ジャヤマンガラとマッリナータはそれぞれ次のような説明を与える。 JMon BhK 6.71 (121: 9-11): atha 
lqdadhi愉 m 如 Ilqtyan抑 lqdantarbhave’pibhavakarma早oりlqtyaiti vise~apratipada耐伽り Prthagadhikara与／

知astu !qt幼 kartaribhavanti I tatropapadaiμ saptamistham ity etad adhilqtam I ya位aitannavati~!hate tan Iqto 
darfayann aha I （「次に lqd部門を述べる。 lqtya［接辞］は !qt［接辞］に含まれるとしても、 lqtya［接辞］
は〈行為〉またはく目的〉を表示するという［!qt接辞との］違いを理解させるため、別々に部門が設定さ
れる。一方、残りの !qt［接辞］は〈行為主体〉を表示する。 A3. I. 91 tatropapadarp. saptam!s伽 mというこ
れは支配規則である。この［支配規則］が考慮されない !qt［接辞］を示すために［バッティは以下の詩節
を］述べる」） SP on BhK 6.71 (I.186.20): lqtsu lqtyan bhavakarmarth晶nuktv孟kar仕arth加早vuladinnirup叩 adan 
adhilqtyめasakhyasyeti I （「!qt［接辞］のうち、〈行為〉または〈目的〉を表示する lqtya［接辞］を述べた後、
〈行為主体〉を表示する、共起項目の存在を導入条件としないNvuL等［の接辞］を主題として、 sakhyasya
以下を述べる」）

13JM O引 BhK6.86 (125.16): iti nirupapadalqdadhikaral). I 
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を放つ［蓮達］」） ; paribhavI1.1i tara頃m （「星々 を侮蔑する［蓮達］」） ; manthini cetasam （「心

を掻き乱す［蓮達］」） ; kadvadam （「不快に鳴く［烏達］」）→ A3.1.134 nandigrahipacadibhyo 

lyu1.1inyaca与／／

• BhK 6.76: vit~daiり yunam （「若者達［の心］を傷つける［烏達と樹々 ］」） ; ajfi功（「［感官対象

の味を］知らない者」） ; priyal). （「恋人」） ; kusumotkirail). （「花々 を降らせる［樹々 ］」）→A

3.1.135 igupadhajfiapn1dra与k功／／

• BhK 6.76: praglal). （「弱る者」）→ A3.1.136 atas copasarge // 

• BhK6.77：匂ighrail).pu~pagandhan加（「花香を嘆くや［蜂達］」） ; dhvaninam uddham地（「羽音を立

てる［蜂達］」） ; madhiinam uddhayaiり（「花蜜を吸う［蜂達］」）→A3.1.137 paghradhmadhe併が功

fa!). II 

• BhK 6.78-79：・ limpaiりiva岡崎（「体を塗るかのように吹く［風］」） ; dharayail). kusumormI1.1am 

（「一連の花を持つ［樹々 ］」） ; p互rayaiりbadhitumjanan（「人々 を苦しめることができる［樹々 ］」）；

~dayanam ud吋ayai与（「心の動揺を誘う［樹々 ］」） ; cetay功（「人」）→A3.1.138 anupasargal 

limpavindadhariparivedyudejicetisatisahibhyas ca II 

• BhK 6.79: dadaiりdu与khasya（「苦しみを与える［風］」） ; dharayaiりamodam（「芳香を持つ

［風］」）→ A3.1.139 dadatidadhatyor vibha~a II 

• BhK 6.79: jval功（「［悲しみの炎に］焼かれる人」）→ A3.1.140jvalitikasantebhyo1.1aJ:i. II 

• BhK 6.80-82: avasyayaka1.1asrava年（「流れ落ちる露の滴」） ; cittasarμsravam （「［悲しみに］濡れた

心」） ; avasayaり.. • dul).khasya （「苦しみを終わらせる［私］」） ; jivasya avahar功（「命をとる［ヤ

マ］」） ; madhunめlehaiり（「花蜜をなめる［蜂達］」）→A3 .1.141 syadvyadhasrusarμsrvafi1.1avasava-

~lihasli~asvasas ca II 

• BhK 6.82: davail). （「火事」） ; naya与（「方策」）→ A3.1.142 dunyor anupasarge II 

• BhK 6.83: samavi号！amgrah問aiva （「［不吉な］惑星に打ちのめされたかのような［心］」）；

grahe1.1a iva attam （「鰐に捕らえられたかのような［心］」）→ A3.1.143 vibha~a grah功H

• BhK 6.83: grhan （「家」）→A3.1.144 gehe k功／／

• BhK 6.84: nartak油ivasakhinめ（「踊り子のような樹々」）→ A3.1.145 silpini ~vun II 

• BhK 6.84: aligathakaiり（「歌手のような蜂達」）→ A3.1.146 gas thakan; 3.1.147 J.IYU! ca II 

• BhK 6.85: ekahayanasara白gagafi（「一歳の子象のような足取りをした［ラーマとラクシユマ

ナ］」）→ A3.1.148 has ca vrThikalayoりH

• BhK 6.85: lavakau fatrufakfinam （「巧みに敵の勢力をそぐ［ラーマとラクシュマナ］」）→A

3.1.149 prusrlva年samabhiharevun II 

• BhK 6.86: aham bhiiyおamjivak功katham（「私が生きたいと願うことがありましょうか」）→

A 3.1.150 必i~i ca II 

規則中に提示される、文法操作を条件づける項目の配列順序と、それらに条件づけられた文法

操作を例証する詩節中の語の配列順序の一致が見られる点（BhK6.71 75→ A 3.1.133-134; BhK 

6.79→ A 3.1.139; BhK 6.80-82→ A 3.1.141 142）及び、パッティがパタンジャリ（Patafijali、紀元
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前2世紀）の規則解釈を念頭に置いて規則例証をなす場合がある点（BhK6.84→ 3.1.145）はこれ

までの研究で指摘してきた通りである140 

特記すべきは、パッティがA3.1.147 1:JYU! caを例証しないことである。 A3 .1.146 gas thakanは専

門家（silpin）である〈行為主体＞ (kartr）が表示されるべきときに動詞語根伊の後に匂接辞thakaN

が起こることを規定する。一方、 A3.1.147 は同じ条件下で同じ動詞語根の後に krt 接辞~yu'fが導
入されることを規定する。一つにまとめて定式化できる両規則をパーニニ（Pai:iini、紀元前500年）

が別々に定式化しているのは、後続規則 A3.1.148 has ca vnnikalayo削こ~yu'fのみを継起させるた

めにすぎない。パッティがA3.1.147の例証を省略できたのは、以上のような A3.1.147定式化目

的を考慮し、 A3.1.146とA3.1.147を一対のものと見なしたからであろう 1＼この点をパッティの

規則例証の特徴のーっとして新たに指摘しておきたい。

3 翻訳研究

BhK 6.71-86は、シーター（Sita）が悪魔ラーヴァナ（Ravai:ia）に連れ去られた後、様々な自然

物に彼女への思いをかき立てられるラーマ（Rama）の心情を描く場面である。

3.1 BhK6.71-75→ A 3.1.133-134 

BhK 6.71: sakhyasya tava sugriv幼（1α）堕些（2 1α）kapinandanめ／

drutaq1 (lb)dra号！lisim創出ily功saivamuktva tiro'bhavat // 

「スグリーヴアは猿達を喜ばす者であるから、貴方（ラーマ）と同盟を結ぶでしょう。

貴方はすぐにミテイラーの王女（シーター）を目にするでしょう」彼女（山人）はこ

のように告げて、姿を消した160 

BhK6.72: (2ー1α）nand組如imunindra9aq1 (2ーld)ram昭如ivanaukas加／

vanani bheja同rvirau tatめplimpaniraghavau // 

その後、ラグ家の二人の勇者（ラーマとラクシュマナ）は、パンパー湖のそばにある、

最上の聖者達を喜ばせ森の住人達を魅了する森に身を寄せた。

BhK 6.73: bh¢galikokilakru曲 hirl7(2 lb）空坐型車pasyalak~mai:ia I 

(2 le）堕旦旦盟bhii干it孟q1pampam asmakaq1 hrdayavidham // 

「ラクシュマナよ、さえずる輝かしい蜂の群れとコーキラ烏とクラウンチャ烏が彩り

を添えるパンパー湖を見なさい。我らの心を貫いてしまうその湖を18」

14川村2012;2013を見よ。

15詳細は本論3.7を見よ。

16Narang 1969：・ 90,note 4は、 BhK6.71でpac群の中から動詞語根pacのみが使用されて A3.1.134 (Narang 
は＇A2.1.134’とするが誤植である）が例証されると述べる。しかし、当該詩節でA3.1.134の例証のために
使用されるのは pacではなく動詞語根nandの派生形nandanaである。

17マッリナータは bhfilg昼likokilakrmi.bhirと読む。意味は同じである。

18!irdayavidh （「心を貫く者」）は、 hrdayaとvidh(vyadh+ KvlP）の二語からなる複合語である。~接辞
KvlPで終わる vyadhが複合語の後続要素であるとき、複合語の先行要素の最終音には次の規則により長音
が代置される（hrdayavidh→ hrdayavidh）。 A6.3.116 n油ivrtivr~ivyadhirucisahitani~u kvau // （「音の連接の領
域で、~接辞 KvIP で終わる、動詞語根 nah （「結ぶ」）、 Vぴ（「起こる」）、刊号（「雨が降るJ）、 vyadh（「貫く」）、
rue （「喜ぶ」）、 sah（「耐える」）、 tan（「広げる」）が複合語の後続要素である場合、先行要素の最終音に長音
が代置される」）
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BhK6.74：・（22b)paribhaVIl).i ta尚早arμpasya (2 2c)manthini cetasam I 

(2-2α）.llifuh盈盈！jalejani dunvanty adayitarμ janam // 

「光彩を放つが故に星々を侮蔑する［ほど美しい］蓮達を見なさい。それらは［人々

の］心を掻き乱し、愛する女性と別離する者を苦しめる」

BhK 6.75: sarvatra dayitadhinarμ suvyaktarμ ramal).Iyakam I 

yenajatarμ priyapaye (2-3）恒生翌型harμsakokilam// 

「どんなものでも、それに魅力を感じるかどうかは恋人の有無にかかっている。これ

は全く明らかだ。恋人がいないときは、ハンサ鳥とコーキラ烏の鳴き声は不快に感じ

るから19」

(1) A 3.1.1331).vulqcau // 

「全動詞語根の後に lqt接辞NvuLとq・Cが起こる」

［解説］ (la) sakhyasya tava ... karak功（「貴方と同盟を結ぶ［スグリーヴァ］」）に

おける karaka（「～をつくる者」）は、動詞語根lq（「つくる」）の後に A3.1.133によ

りlqt接辞NvuLが導入されて派生する語である20。なお、 sakhya（「同盟」）という語

に後続する第六格接辞は A2.3.65 k紅位karmal).O~ lqtiにより〈目的） (karman）を表示

する。以下も同様である。

(lb) dr符tiisimai thil y功（「貴方はミテイラーの王女をすぐに目にするでしょう」）に

おいて21 、 dra~！r （「見る者」）は動詞語根 ctr~ ＜「見る」）の後に A3.l.133により住Cが

導入されて派生する語である。

(2) A 3.1.134 nandigrahipacadibhyo lyul).inyacaり／／
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「nand群の動詞語根、 grah群の動詞語根、 pac群の動詞語根の後に、それぞれlqt接辞Lyu、

Nini、aCが起こる」

［解説］ (2-la) kapinandan~ （「猿達を喜ばせる［スグリーヴァ］」）と nandaniinimunindrii-

l).iim （「最上の聖者達を喜ばせる［森］」）における nandana（「喜ばせるもの」）は、使役

接辞NiCで終わる動詞語根nand（「喜ばす」）の後に A3.1.134により切接辞Lyuが導

入されて派生する語である220 (2-lb）の viifana（「さえずるもの」）と（2-lc）の rocana

（「輝かしいもの」）という語は、それぞれ動詞語根vas（「音を立てる」）と動詞語根rue

（「輝く」）の後にA3.1.134により Lyuが導入されて派生する。そして、（2-1d) ramal).iini 

19恋人（シーター）がいるときは、甘い鳴き声に聞こえていたということである（JMonBhK6.75[122.17]: 
dayitayiil!l satyiil!I madhurapraliipam asid ity arth幼）。マッリナータは詩節の趣意を次のように説明する。 SP
on BhK 6.75 (1.188.12-13）：・ yatpiirval!l priyasahacarasya me sukh孟vahal!ltat sarvam idanim asahy~ jatam iti 
tatp町 am/（「以前、恋人（シーター）と一緒にいる私に幸福を与えていたものは、今や全て耐え難きもの
となった。これが趣旨である」）
次の先行訳は当該詩節の要点を得ていない。 Leonardi1972: 50.19-21：“Hal!lsa-birds and kokilas are always 

d巴lightfullyfull-sounding when they are under th巴swayof their mistresses: this is the reason why they become 
hoarse when their mistress pars from them. ”； M.A. K訂 andikar/S.Karandikar 1982: 76.16ー18：“Everywhere 
pleasurableness is very clearly dependent on the beloved, since the flock of swans and cuckoos has been croaking 
harsh at the departure of their beloveds”． 

zovuには A7 .1.1 yuvor anakauにより akaが代置される。 ITと呼ばれる指標辞であるN音と L音には、 A
1.3.9 tasya lopめによりゼロが代置される。以下も同様である。

21動詞語根 asは現在時に近い未来時に属する行為を表示する。次の規則を見よ。 A 3.3.131 var 
tamanasamipye vartamanavad va // （「行為が現在から近い過去または近い未来に属する場合、その行為を
表示する動詞語根の後に、行為が現在に属する場合に起こる接辞と同様の接辞が任意に起こる」）

22Lyuのyu音には A7 .1.1 yuvor anakauにより anaが代置される。
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vanaukasam （「森の住人達を魅了する［森］」）における ramal).a（「魅了するもの」）は、

~iC で終わる動詞語根ram （「魅了する」）の後に A3.1.134により Lyuが導入されて派

生する語である。以上見た動詞語根nand、vas、rue、ramはnand群（g叫 apatha128) 

に含まれる動詞語根である230 

興味深いことに、 Siddhiintakaumudfが動調語根vasをnand群に含める一方で（SK

[715.24-25］）、 Kasikavrttiはそれを含めない。後者はその代わりに動詞語根vas（「香

りをつける」）を含め、それの後に A3.1.134により Lyuが導入された派生形として

vasana （「香りをつけるもの」）を挙げる（KVon A 3.1.134 [l.207.1］）。（2-lb）より判断

して、パッティが知っていた nand群は動詞語根vasではなく vasを含めるものであっ

たと考えられる。パッティの時代において既に gal).apa~ha の異なる伝承が存在してい
たことを示唆する証拠である。

(2-2a) udbhiisini （「光彩を放つ［蓮達］」）と（2-2b)paribhavil).i tariil).iim （「星々 を侮

蔑する［蓮達］」）における udbhasin（「光彩を放つもの」）と paribhavin（「侮蔑するも

の」）は、それぞれud-bhii（「輝く」）と pari-bhii（「侮蔑する」）の後に A3.1.134によ

り M接辞~inl が導入されて派生する語であり、両動調語根は grah群（g叫 apii!ha83) 

に含まれる。（2-2c)manthini cetasiim （「［人々の］心を掻き乱す［蓮達］」）という表現

には若干の考察を加えておきたい。当該表現における manthin（「癒き乱すもの」）を

説明する際、注釈者ジャヤマンガラ (Jayamaiigala、7世紀一11世紀頃）とマツリナー

タ（Mallinatha、15世紀頃）は動詞語根manth（「掻き乱す」）を A3.1.134が指定する

gr ah 群に含め、 m組曲m を同規則に基づく ~inl で終わる項目とする2＼しかし、現在
伝わる gal).ap孟！haが指定する grah群に動詞語根manthは含まれない。 BhK6.74bにお

ける manthinという語の使用に関して以下の三つを可能性を想定できる。

1. manthinはそもそも A3.1.134の例証を意図したものではない。

2.パッティは動詞語根manthを含む grah群を知っていた。

3パッティは grah群を典型群（alqtigal).a）と見なし25、同群には含まれない manth 

にも A3.1.134を適用した。

いずれも同程度に可であり、現段階で、パッティの真意を確定することは難しい。ここ

では注釈者達の説明を考慮、に入れ、 2の解釈をとりたい。

(2-3) kadvadam （「不快に鳴くもの」）という複合語の後続要素 vada（「鳴くもの」）

は26、pac群（g叫apii!ha133）に含まれる動調語根vad（「音を立てる」）の後に A3.1.134 

により lqt接辞aCが導入されて派生する語である。

3.2 BhK6.76→ A 3.1.135-136 

BhK 6.76: pak号ibhir(3α） vitrd剖ryiin盈μs紘hibhi!f(3d)kusumotkiraiち／

23nand群、 grah 群、 pac 群の動詞語根は、 dhatupa~ha ではなく ga早apa~ha において提示される。 KVon A 
3.1.134 (l.206.18-19): nandigrahipac孟dayasca na dhatupa~hat功 sannivi号~a grhyante I kiiμtarhi nandana rama11-a 
ityevamadi~u pratipadikaga11-e~u apoddhf(ya pr紘f(ayonirdisyante I （「nand群、 grah群、 pac群は、 dhatupa!hata
からはひとまとまりのものとして把握されない。そうではなくて、［パーニニはJnandana、rama11-aというこ
のような類いの名詞語基群において、［動詞語根を］抽出した上で［その］語基を教示している」） ga早apa!ha
に提示される語群については Cardona1997: pars. 202 203; 205 206を見よ。

24JM on BhK 8.74 (122.10); SP on BhK 8フ4(1.188.1). 

25パーニニ文法家によればga早apa!haが挙げる語群（gal).a）には二種ある。成員が余すところなく列挙さ
れる（pariga11-ana）語群と代表例（誌が）だけが列挙される語群である。 Cardona1997: p紅 204を見よ。

26当該の複合語は kutsitamvadafiti kadvadamと分析される（SPon BhK [1.188.10ー11］）。 kuとvadaがA
2.2.18 kugatipradayaJ:iにより複合語を形成するとき、 A6.3.102 rathavadayos caにより kuには katが代置され
る。
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(3b）型空yoyasya vii niisti (3c）恒担（4）巨笠~bhaven na saJ:i // 

「［感官対象の味を］知らない者か恋人のいない者は、若者達［の心］を傷つける烏達

や樹々ーそれは花々を降らせるーによって弱り果てることがないのであろう27」

(3) A 3.1.135 igupadhajfiapnKira与kaち／／
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「iKを最終音の直前音とする動詞語根と、 jfiii（「認識する」）、 pr!（「喜ばせる」）、 kf（「ばら

まく」）という動調語根の後に、財t接辞Kaが起こる」

［解説］ (3a) viqdai与yiinam（「若者達［の心］を傷つける［鳥達や樹々］」）における

vitrda （「傷つけるもの」）、（3b）の勾ii（「［感官対象の味を］知らない者」）、（3c）の priya

（「喜ばせる者、すなわち恋人」）、そじて（3d)kusumotkira （「花を降らせる［樹］」）に

おける utkira（「降らせるもの」）は、それぞれvi匂d28、j筒、 pf、ud-kfの後に A3.1.135 

によりむt接辞Kaが導入されて派生する語である。

(4) A 3.1.136 atas copasarge // 

「upasargaが共起項目であるとき、五音で終わる動詞語根の後にkrt接辞 Kaが起こる」

［解説J(4）の pragla（「弱り果てる者」）という語は、 upasargaである praに先行され

る動詞語根glai（「弱る」）の後に A3.1.136により Kaが導入されて派生する。なお、

glaiのai音には A6.1.45 ad巴caupadese’sitiによりa音が代置される（gl但 → glii)29 0 

したがって、それを「孟音で終わる動詞語根」と見なすことが可能でドある300 このよ

うにして、 glaiに対する A3.1.136の適用条件が確保される。

3.3 BhK6.77→ A 3.1.137 

BhK6.77: ~血担 （5b）凶品坦坦 ebhirm姐坦盛堕（5c）喧型空空bhrfam/

(5α）真jighraiり pu~pagandhiiniilµ patailgair glapit孟vayarn// 

「羽音を立てながらしきりに花蜜を吸い、花香を嘆いでいるこの蜂達は、我々を苦し

める」 31

(5) A 3.1.137 paghradhmadhe<;ldrねり Saり／／

「upasargaが共起項目であるとき、動詞語根pa（「飲む」）、 ghrii（「嘆くや」）、 dhm孟（「音を生

み出す、吹く、煽る」）、 dhe'f（「飲む」）、 drs（「見る」）の後に凶接辞むが起こる」

［解説］ (5a）可ighraiり pu~pagandhiiniim （「花香を嘆ぐ［蜂達］」）における勾ighra（「嘆ぐも

の」）、（5b)dhvaniniim uddhamaiJ:i （「羽音を立てる［蜂達］」）における uddhama（「生み出

すもの」）、（5c)madhiiniim uddhayaiり（「花蜜を吸う［蜂達］」）における uddhaya（「飲むも

の」）は、それぞれιghrii、uddhmii、uddheの後にA3.1.137により krt接辞Saが導入さ

27Leon紅 di1972：・ 50.23がpriyaに対してあてる訳語“afriend”は文脈上不適切である。

28tfdはiK（ここで、はr音）を最終音の直前音（upadha）とする動詞諾根である。

29 A 6.1.45 ad eca upadese 'siti // （「教示の段階でeCで終わる動詞語根、それの最終音にa音が代置されるo

SITである接辞が後続する場合には代置されない」）

30ここで想起されるべきは次の解釈規則である。 PIS37: ekadefavikrtam ananyavat // （「項目 xの部分に関
して変容した項目 yは、項目 xと異ならないものとして扱われる」） glaiはglaに変形しでも動詞語根たる
資格を失わない。

31Leonardi 1972：・ 51.12は詩節d句の glapitavayamを“theymake us very drowsy”と訳す。しかし、当該
詩節が、シーターへの思いをかき立てる蜂達によりラーマ達の心が苦しめられる様を描くものであること
は明らかである。蜂達により彼らが眠気を誘われているわけではない。
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れて派生する語である。 Sa接辞が後続するとき、動詞語根ghraとdhmaには A7.3.78 

paghradhmasthamnada1_1dp;yarttisarttisadasadam pib司jighradhamati号thamanayacchapasya-

rcchadhausiyasid功によりそれぞれjighrとdhamが代置され（亘＋ ghra＋白→孟＋jighr 

+ a; ud + dhma ＋お→ ud+ dham + a) 32、動詞語根 dheのe音には A6.1.78 eco 

’yavayavaりにより ayが代置される（ud+ dhe ＋む→ ud+ dhay + a) 33 a 

なお、 Kasikavrttiは、 A3.1.136から A3.1.137にupasarge（「upasargaが共起項目で

あるとき」）を読み込まない者達の解釈に言及する340 Siddhiintakaumudfはupasarge

を読み込まず、 jighra（「嘆ぐ者」）、 dharna（「吹く者」）、 dhaya（「飲む者」）等を適用

例として挙げる（SK2899 [489.8］）。パッティがKasikavrttiと同様、 upasargeを読み

込んで A3.1.137を解釈していることは、上に見た（5a)(5b)(5c）に明らかである。

3.4 BhK 6. 78-79→ A 3.1.138-140 

BhK 6.78: (6b)dharay氾りkusumormi1_1aqi(6c)Piirayair badhituqi janan I 

sakl曲 hirha hata35 bhiiyo竺担竺型（叫旦星空坐／／

「一連の花を咲かせているがため、［愛する者と別離する］人々を苦しめることができ、

心の動揺を誘う樹々は、ああ、我らを酷く傷つける」

BhK6.79: (7α）dadair duりkhasyamadrgbhyo (7b)dh忌yairamodam uttamarn I 

（臼）limpairiva tanor vatais (6e）竺盟坐s肉体）主坐nakaり／／

「至高の芳香を持ちつつ［人の］体を塗るかのように［吹くことで］、［恋人と別離す

る］私のような者に苦しみを与える風によって、［悲しみの炎に］焼かれない人がいょ

うか」

(6) A 3.1.138 anupasargal limpavindadh訂iparivedyudejicetisatis滋1ibhyasca// 

「upas紅gaに先行されない以下の動調語根の後に lqt接辞Saが起こる。 1.旬d群の動詞語根

lip （「塗る」）と vid（「得る」） 36、2.~iC で終わる bhii 群／ tud 群の動詞語根 dhr （「持たせ

る／支える」）、 3.~iC で終わる hu 群または kri 群の動詞語根 pf （「いっぱいにさせる、守ら

せるJ）あるいは cur群の動詞語根par（「完了する、～できる」） 37、4.~iC で終わる ad 群の

動詞語根vid（「認識させる」）、 ~iC で終わる div 群の動詞語根 vid （「存在させる」）、 ~iC で

32A 7.3.78paghr孟dhmasthamnad匂c.4"syarttisarttifadasadampib句iighradhamati号！hamanayacchapasyarcchadhau-
siyasid碕／／（「SITである接辞が後続するとき、 ailgaである動詞語根p亘（「飲む」）、 ghra（「臭う」）、 dhma
（「音を立てる、吹く、煽る」）、 stha（「留まる」）、 mna（「繰り返す」）、 da（「与える」）、 ctrs（「見る」）、 r（「行
く、到達させる」）、 sr（「進む」）、 Sad（「衰退する」）、 sad（「座る、崩壊する、進む、沈み込む」）全体にそれ
ぞれ pib、 jighr、 dham、 ti~！h、 man、 yacch、 pasy、 rcch、 dhau、釘y、 sld が代置される」）

33 A 6.1.78 eco’yavayavaりII（「音の連接の領域で、母音が後続するとき、巴Cにそれぞれ旬、 av、ay、av
が代置される」）

34KV on A 3.1.137 (I.208.3): upas紅geiti kecin nanuvartayanti I pasyati iti pasya [read: pasy幼］／

35マッリナータは hato（「［樹々 は］私を傷つける」）と読む。直前の BhK6.77でvayamという人称代名
詞が使用されていることを理由に、ジャヤマンガラの読みを採用する。

36規則中に提示される limpとvindはそれぞれ lipとvidにnUMが付加された形である。 A7.1.59 se 
mucadinamは、 sa接辞が後続するとき、 muc群の動詞語根が付加辞nUMをとることを規定する。パーニ
ニは、 limpとvindという語形を提示することで、 A3.1.138の適用対象は、 A7.1.59の適用対象である tud
群（muc群に含まれる）のlipとvidだけであることを知らしめている。 BMon SK 2900 (IV.39.11 12): siitre 
krtanumau limpavindau nirdi~rau I atas taudadikayor eva gr油a1.1am/

37Nytisa on KV to A 3.1.138 (Il.531.26--27): para tlra karmasamaptau curad地Iatha va pj' palanapura1.1ayoh iti 
hetuma1.11.1ijantal). I 
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終わる tud群の動詞語根vid（「得させる」）、 NiCで終わる rudh群の動調語根vid（「考察させ

る」）、または cur群の動詞語根vid（「話す、住む、感じる」） 38、5.udに先行された、 NiCで

終わる bhi1群の動調語根ej（「震わす」）、 6.cur群の動調語根cit（「意思する」） 39、7.NiCで

終わる動詞語根 sat（「喜ばす」） 40、8.NiCで終わる bhi1群の動調語根sah（「耐えさせる」）

または cur群の動調語根sah（「耐える」） 41」

［解説］ (6a）の limpai与ivatano与（「体を塗るかのように吹く［風］」）における limpa 

（「塗るもの」）、（6b)dh互rayail:ikusumorrnIJ).iim （「一連の花を持つ［樹々］」）における

dharaya （「持つもの、支えるもの」）、（6c)parayaiりbadhitumjanan （「人々 を苦しめる

ことができる［樹々］」）における paraya（「～できるもの」）、（6d)hi;dayanam udejayai与

（「心を震わす［樹々 ］」）における udejaya（「震わすもの」）、そして（6e）の cetaya（「意

思する者、すなわち人」）は、それぞれ動詞語根lip、使役接辞NiCで終わる tud群の

動詞語根dhi;-42、cur群の動詞語根piir43、使役接辞叩iCで終わる ud-ej、cur群の動詞語

根 citの後に、 A3.1.138により ki;t接辞むが導入されて派生する語である。

(7) A 3.1.139 dadatidadhatyor vibha~a // 

「upasargaに先行されない動詞語根da（「与える」）と dha（「保持する、支える」）の後に ki;t

接辞むが任意に起こる」

［解説］ (7a) dadai与dul:ikhasya（「苦しみを与える［風］」）における dada（「与えるもの」）

という語は、動詞語根daの後に A3.1.139により ki;t接辞Saが導入されて派生する4¥

同様に動調語根dhaの後にSaが当該規則により導入される場合、 dadha（「保持する

もの、支えるもの」）という語が派生する。一方、 A3.1.139によるおの導入は任意で

あるから、それが導入されない場合には、本論3.5で見る A3.1.141が規定する ki;t接

辞NaがA3.1.139により導入される。その結果、 dhayaという語形が派生する（dha+

Na→dha + yUK+ a→dhaya) 45。（7b)dhayail:i amodam （「芳香を持つ［風］」）にお

いて、 Naで終わる dhayaという語により A3.1.139の文法操作の一つが例証される。

なお、上記(7b）は文法的な問題を苧む。次の規則を見よ。

A 2.3.65 karti;karmal).ol:i ki;ti // 

38Nyasa on KV to A 3.1.138 (Il.531.27-28): vida vedaniikhyiinanivase~u I curadil).yantaJ.i I atha va-

jfianady紅 than拘1vidadi:nam anyatamo hetumaQ.l).Yanta与／

39Nyasa on KV to A 3.1.138 (Il.531.29): cifi saipjfiane I curadil).yantaJ.i I 

40当該の動詞語根 sat は dhiitupa~ha には挙げられていない。それは当該規則が直接挙げる動詞語根（sautra)
である。 SK2900 (489.15): sati与sukhiirtha与sautrohetumal).l).yantal;l I 

41Nytisa on KV to A 3.1.138 (Il.531.29-30): ~aha mar~a早ehetuma早l).yantal;lI curadi早yantovii I 

42A 3.1.138はbhii群と tud群の動詞語根 dhrの後にお接辞が起こることを規定する（BMon SK 2900 

[IV.39.11-12]: d~宣 dhiira早e dbμi. avasthane abhy拘lhetumal).l).Yantabhya~ saJ.i）。 bhii 群の動詞語根 d~ （「支え
る、持つ」）の後にむが起こる場合、「［自分を］支えさせる者、すなわち負債者」を意味する dhiirayaとい
う語が派生する。一方、 tud群の動詞語根dhr（「存立する」）の後におが起こる場合、その派生形dhiiraya
は「存立させる者、すなわち支える者、持つ者」を意味する。パッティが使用する dharayaは後者である。

43cur群の動詞語根の後にはA3.1.25 satyapapasariipavi:l).iit国aslokasenaJomatvacavarmaVafl).aCiifl).aCUfadibhyo

l).icにより無条件にNiC接辞が導入される。同接辞は、 A3.1.26 hetumati caが導入を規定する使役接辞l'J'iC
とは異なる点に留意されたい。

判 dadaとし寸語形の派生を概略を述べておこう。 Sa接辞には A3.4.113 tinsit sarvadhatukamにより術語
siirvadhatukaが適用される。〈行為主体〉を表示する sarvadhatukaである白が後続するとき、動詞語根d五の
後に A3.1.68 kartari fapにより vikara凹接辞SaPが起こる。 hu群の動詞語根である d亘に後続するsaPには
A 2.4.75 juhotyadibhyaりsluりによりゼロ（Siu）が代置される。 Siuの後続を根拠として A6.1.10 slauにより
音素重複が起こる。 dadhaの場合も同様でトある。

45KV on A 3.1.139 (1.208.16): l).asyapavadal_J. I dad油 dayal;lI dadhal;l dhayaり； SK2901 (489.3--4）：ねち syatI 

dadal;l I dadha年Ipak~e vak~yamiil).O !).a与／なお、 yUKの付加は A7.3.33 ato yuk Cl体加りにより規定される。
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「!qt接辞で終わる項目が使用される場合、｛也の項目によって表示されてい

ない〈行為主体〉またはく目的〉が表示されるべきときに、その!qt接辞で

終わる項目と結びつく項目 xの後に第六格接辞が起こる」

上述したように dhaya は !qt 接辞~a で終わる語である。そして、「芳香」（amoda）は同

語が表示する保持行為に対するく目的） (karman）である。したがって、 A2ふ2karmai:ii

dvifiyaの例外規則である A2.3.65に従い、〈目的〉を表示する第六格接辞が加odaと

いう語の後に導入された dhayairamodasyaという表現が使用されるべきである。注釈

者達は二通りの仕方で（7b）の説明を試みる。

1. ［マツリナータ］ A 2.3.50 ~a~！hl se~e から A2.3.65に化問を読み込み、〈目的〉が

〈残余） (se~a）として意図されるときに A2ふ65 が適用され、意図されないとき
には A2.3.2が適用されるとする460 

2. ［ジャヤマンガラ］ A2.3.65による第六格接辞の導入を義務的でないもの（anitya)

と見なし、 A2.3.2による第二格接辞導入を許す470 

まず解釈 lについて検討しよう。 A2.3.65 に化~e を読み込む場合、同規則は次のよ
うに解釈されることになる。

A 2.3.65 karti;karmai:ioJ:i lqti // 

「!qt接辞で終わる項目が使用される場合、他の項目によって表示されてい

ない〈行為主体〉または〈目的〉が〈残余〉として意図されるときに、そ

の!qt接辞で終わる項目と結びつく項目 xの後に第六格接辞が起こる」

これによれば、「芳香」が〈目的〉として意図されないとき、〈残余〉、すなわち〈関係〉

(sambandha）を表示する第六格接辞がA2.3.65により導入され（dhayairamodasya）、

〈目的〉として意図されるとき、 A2.3.2により第二格接辞が導入されることになる

(dhayair忌modam）。第六格形を用いるか第二格形を用いるかは話者の意図次第であ

る。しかしながら、この解釈は A2.3.65中に karmanという語を述べるパーニニの意

図に反するものである。以下の三規則を見よ。

A 2.3.50 ~a~！hI se~e //48 

A 2.3.52 adhigarthadayesaii. karmai:ii //49 

A 2.3.65 karti;karmai:ioJ:i lqti II 

A 2.3.65がA2.3.52 と同様にse~a 論題に属するならば、パーニニは A2.3.65を＊kartari

ca lqtiとより少ない音節数で定式化したはずである。何故なら、 ca音により A2.3.52 

から A2.3.65にkarmal).iを継起（anuvi;tti）させることができるからである。パーニニ

がそうはせず、 karti;karmai:ioJ:ilqtiというように karmanという語を再度述べたのは、 A

46SP on BhK 6.79 (I.190.2-3): kart~k紅ma1.10J.i ki;ti ity atra se~atvavivak~ayam eva ~a符hividhlinad iha 
tadavivak~ayam amodam iti karmaJ.li dvifiya I 

47JM on BhK 6.80 (121.17-18): uttamam iti kriyavis句aJ.laqiuttamam amodaqi dhayai与kusum孟naqiparimalaqi 
dharayadbhir iti vy紘hy加 eanityatvat ki;tprayoge karma~a~~hyabhava年／

48同規則は、〈残余〉であるく関係） (sambandha）が表示されるべきときに、第六格接辞が起こることを
規定する。

49 A 2.3.52は、 adhi-iK（「想起する」）と同じ意味を有する項目が表示する行為の〈目的〉、動詞語根day
（「与える、進む、守る、傷つける」）と IS（「支配する」）が表示する行為の〈目的〉、これらが〈残余〉とし
て意図されるときに第六格緩辞が起こることを規定する。
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2.3.50から A 2.3.52 に読み込まれるse~e が A 2.3.65には読み込まれないことを示すた

めである500 これがA2.3.65における karmanの言明意図の伝統的解釈である510

一方、解釈2に関して注目されるべきは次の規則である。

A 5.1.117 tad arham // 

「「xを得るにふさわしいもの』（tadarham）という意味で、第二格接辞で

終わる意味的連関項目の後に、 taddhita接辞vatlが任意に起こる」 52

ここで重要なのは、パーニニがtat（「xを」）という第二格形を使用していることであ

る。 A2.3.65に従うならば、 arha（「～を得るふさわしい」）という lqt接辞で終わる語

(arh + aC ［← A 3.1.141］）と結びつくとき、〈目的〉を表示するためには第六格接辞が

指示代名詞tadの後に起こるべきである（＊A5.1.117 tasya arham）。興味深いことに、

日ttvabodhinfは、 A5.1.117におけるこの第二格形の使用を A2.3.65による第六格接

辞導入が義務的でないことを示す指標 Gnapaka）と見なし、それを根拠にパッティの

表現（7b）を正当化する5＼パーニニ自身がtadarhamという表現を使用している点及

びその表現が実際に文法家達の間で議論されている点を考慮するならば、パッティが

(7b）のような表現を許容した理由としては lよりも 2の可能性が高いと考えられる。

(8) A 3.1.140 jvalitikasantebhyo I).功／／
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「upasargaに先行されないjval（「燃える、燃やす」）から kas（「行く」）までの動詞語根の後

にlqt接辞Naが任意に起こる」

［解説］ A 3.1.140は特定の動詞語根の後に lqt接辞Naが任意に起こることを規定する。

もし、 Naが起こらない場合、本論3.1で見た A3.1.134が規定する aCがA3.1.140に

より導入される540 (8）のjvala（「燃える者」）は動詞語根jvalの後にこの aCが導入さ

れて派生する語である。 NITであるNaが起こる場合には、 A7.2.116 ata upadhay砲に

より jvalのa音に vrddhiが代置され、 jvalaではなく jvalaという語形が派生するお。

5°KV on A 2.3.65 (I.148.21): se~e iti nivi;ttam puna与karmagr ah叫atI itaratha hi kartari ca ki;ti ity evaiμ briiyat I 

51Nyiisaは次のように説明する。 Nyasaon KV to A 2.3.65 (II.225.31-226.26): itaratha hiti I yadi同agraha早am
anuvartata ity arth幼／k訂tarica ki;tity evaiμ briiyad iti I evam api hy ucyaman巴 se~a ity anuvi;ttau cakarakara1.1at 
karma1.1ity eta! labhyata eva, kiqi karmagraha1.1ena I tasmat punaJ:i k紅 magraha早aiμ se~孟dhikaranivi;tty征tham I 

pun劫 karmagraha1.1enahi piirvasya karmagraha1.1asya nivi;ttir訟hyaya匂 Itannivi;ttau tatsambaddh抑制uvi;ttam

api s句agrahaI_laiμnivartate I （「1tarathahi 以下について。もしse~a という語の言明が継起するならば、という
意味である。 kartarica lqtity evaqi briiyat以下について。実に、このように定式化した場合でも、化”とい
う語が継起するならば、 ca音を述べることでkarma1.1iというこの語が必ず得られる。［それなのに］ karman 
という語を述べて何になろう。それ故、 karman という語を再度述べるのはお~a 論題を終了させるためであ
る。実に、再度karmanという語が述べられることで、先行の［A2.3.52における］ karmanの言明は読み込
まれないことが知らされる。その［A2.3.52における karmanの言明が］読み込まれないとき、それと関係
する継起者であるse~a の言明も［A2.3.65には］読み込まれない」）

52 Siddhiintakaumudfは例文として vidhimarhati vidhivat piijyate （「規定にのっとって［xは］崇められる」）
を挙げる（SK1780 [290.2-3］）。

53TB on SK 1780 (II.526.22 24): yady api lqdyoge karma1.1i 与a~＼hya bhavitavyam tathapi atra sautro vibhak-
tivyatyaya ity eke I kartrkarma1.10与 iti~a~＼hya anityatvザ1apakamidam I tena ca dhayair amodam uttamam iti 
bhagiprayoga年saqigacchataiti tu karake~v avoc五ma/（「「ki;t接辞で終わる項目と結びつくときには〈目的〉を
表示する第六格接辞が起こるべきであるが、ここでの名詞接辞の交替は［A5.1.117という］スートラ自体
に基づく』とある者達は主張する。これは、 A2.3.65 kartrkarmaI_loJ.i云々に基づく第六格接辞［の導入］が義
務的でないことを示唆する指標である。そしてそれを根拠として、我々はまさに『至高の花香を持つ［風］
(dhayair amodam uttamam）というノfッティの言語使用は適切なものである』と karaka論題において述べた」）

54dhatupa¥ha I.884: jva!A diptauから dhatupa¥haI.913: kasA gatauまでの動詞語根がA3.1.140の適用対象
である。同規則は、 pac群の動詞語根の後に ki;t接辞 aCの導入を規定する A3.1.134の例外規則（apavada)
である。 KVon A 3.1.140 (I.208.20): aco’pavadaJ.i; Nyasa on KV to A 3.1.140 (II.533.28 29): jvaladinaqi 

pacadyantaJ.ipatitvat I 

55A 7.2.116 は、肉IT または~IT である接辞が後続するとき、 ailga の最終音の直前音 a に vrddhi が代置さ
れることを規定する。
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3.5 BhK 6.80-82→ A 3.1.141-142 

BhK 6.80: (9α b)avasyayakm:iasr孟vascarumuktaphalatvi与め／

kurvanti (9c) cittasarμsravaqi56 calatp。ll!agrasambhrt劫／／
「揺れ動く葉の先に溜まって流れ落ちる露の滴は、美しい真珠のような輝きを放ち、

［我らの］心を濡らす57」

BhK 6.81: (9d）竺坐笠Ebhavi~yami 型空些竺~syakada nv aham I 

na (9e)jivasyavaharo58 maqi karoti sukhinaqi yama与／／

「一体いつ私はこの苦しみを終わらせるのだろう。命をとる者であるヤマ［も］私を

楽にしてくれない59」

BhK 6.82: dahye ’haqi型姐担盟（9f)kh旦ir(10α）!illY担 ugrairyatha giriり／

(lOb）翌~ko ’凶60 sa yena syiiqi batahaqi vigat勾V紅功／／

「山が恐ろしい山火事で焼かれるように、私は花蜜をなめる［蜂達］に焼かれている。

ああ、ここで、私の熱病を治す方策として何があるのだろうか」

(9) A 3 .1.141 syadvyadhasrusaqisrvatii:iavasavahrlihasli号asvasasca // 

「動詞語根syai（「行く」）、 aを最終要素とする動詞語根、動詞語根vyadh（「突き通す」）、 a-sru

（「流れる」）、 sam-sru（「流れる」）、 ati・i（「越える」）、 ava-so（「終わらせる」）、 ava-hf（「と

る」）、 lih（「なめる」）、五Ii~ （「抱く」）、 svas（「息をする」）の後に krt 接辞~a が起こる61 J 

［解説J(9a b) avasyayakai:iasrav功（「流れ落ちる露の滴」）における avasyaya（「下に落

ちるもの、すなわち露」）とおrava（「流れるもの」）、（9c)cittasaqisravam （「流れる心、

すなわち［悲しみに］濡れる心」）における saqisrava（「流れるもの」）、（9d)avasay功

. du悼hasya（「苦しみを終わらせる［ラーマ］」）における avasaya（「終わらせる

者」）、（9e)jivasya avahfu:aり（「命をとる者」）における avahfu:a（「とる者」）、そして（9t)

madhunaJ:i lehail_i （「蜜をなめる［蜂達］」）における leha（「なめるもの」）は、それぞれ

ava-syai、五－sru、sam-sru、ava-so、ava-hf、lihの後に A3.1.141 により krt 接辞~a が導

入されて派生する語である。

(10) A 3.1.142 dunyor anupasarge // 

「upasargaに先行されないとき、動詞語根du（「燃やす」）と ni（「導く」）の後に krt 接辞~a

が起こる」

［解説］ (lOa）の dava（「燃やすもの、すなわち火事」）と (IOb）の naya（「導くもの、す

なわち方策」）という語は、それぞれ動詞語根duとniの後に A3.1.142によりむt接辞

~a が導入されて派生する。

56マッリナータは cittarrisarrisravarriと読む。意味は変わらない0

57真珠のように美しい露の滴は、シーターが身に着けていた首飾りの真珠をラーマに思い出させ、心の動
揺を誘う。 JMon BhK 6.80 (124.1 2): sitaharasthamuktaphalani smarayan江tyarth功／

58マッリナータはjivasyapaharoと読む。しかし、当該表現は A3.1.141の例証を意図したものであるから、
ジャヤマンガラの読みを採用すべきである。 A3.1.141 の適用対象は ava-h~であり apa-h~ではない。マッリ
ナータが後者を提示する A3.1.141の読みを知っていた可能性はあるが、憶測の域を出ない0

59このような苦しみを味わうくらいなら死んだ方がましなのに死ぬことすらできない、という意味であ
る。 SPon BhK 6.81 (I.190.21 22): asmad jivanan m訂叫amevav訂 amiti bhav幼／

60マッリナータは konuと読む。

61規則中で提示されるsyaとsoは、それぞれ動詞語根syai(dhatupa~ha 1.1012: syaiN gatau）と so( dhatupatha 
IV.39: ~o antakarma早i）の最終音に A6.1.45 ad eca upadese 'sitiによりa音が代置された語形である。
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3.6 BhK6.83→A 3.1.143-144 

BhK 6.83：・竺竺竺出型（11α）亘塾旦竺（llb)grahei:i町孟ttamari:iave I 

生虫空（12）堅坦空 smarasyevavan如偏nmama manasam // 

「カーマ神の住居のような森の一角を見ると、我が心が［不吉な］惑星に打ちのめさ

れたか、大海にいる鰐に捕らえられたかのように感じる」

(11) A 3.1.143 vibha詞grahaり／／

「動調語根grab（「つかむ」）の後に lqt接辞Naが任意に起こる」

［解説J(llb) grahei:ia iva attam （「鰐に捕らえられたかのような［心］」）における gr油a

（「［生物を］捕まえる者、すなわち鰐」）という語は位、動詞語根grahの後に A3.1.143 

により lqt接辞Naが導入されて派生する。一方、（1la) samavi号tamgrahei:ia iva （「［不

吉な］惑星に打ちのめされたかのような［心］」）における graha（「［特定の進み方を］

するもの、すなわち惑星」）は63、Naが導入されない場合に、本論3.1で見た A3.1.134 

が規定する aCがA3.1.143により導入されて派生する語である。 Naが起こるときに

は語形がgrahaとなり、 aCが起こるときには grahaとなるのは、前者の場合には、 NIT

接辞後続を適用根拠とする A7.2.116 ata upadhay砲に基づいて grahのa音に v;-ddhiが

代置されるからである。 BhK6.83では、 A3.1.143によりNaが導入される場合と aC

が導入される場合の両方の例が示されている。

なお、 A7.4.41 sacchor anyatarasyam に対する Bha~ya が明示するように、 A 3.1.143 

が言及する任意性（vibha弱）は、認められる領域が制限される限定的任意性（vyavasthi-

tavibha~a）である64。 Kasikavrtti 及び、 Siddhiintakaumudr によれば、水生生物 (jalac訂a)
を意味するときには必ずNaが導入される一方、天体（jyotis）を意味するときには必

ずaCが導入される65。パッティが使用する（llb）と（1la）は、このような伝統的解釈

に沿うものである。

(12) A 3.1.144 gehe kal:i // 

149 

「家である〈行為主体〉が表示されるべきとき66、動調語根gr油（「つかむ」）の後に lqt接

辞 Kaが起こる」

［解説J(12) d開vag;-han （「住居［のような森の一角］を目にすると」）における g;-ha

（「つかむもの、すなわち家」）という語は67、動詞語根grahの後に A3.1.144により

62 APV on Amarako§a l.12.22a (169.24 ): grhi:iati na muficati prai:iina iti grahaJ.i I 

63SKD (374.43）：・ grh早五tigativis巴~an iti I 

64BM on SK 2905 (IV.41.18-19): vyavasthitavibhおeyamiti I idaqi sacchol_i iti siitre bha~ye spa~~am I 

パタンジャリは A7.4.41 に対する Bha~ya において次のような詩節を引用する。 MBhon vt. I to A 7.4.41 
(III.350.10--11): devatrato galo gr油aitiyoge ca sadvidhi与Imithas te na vibha~yante gavak号幼 saqisitavrata与／ こ

こには、限定的任意性が読み込まれる規則の適用例が提示されている。当該詩節の内容について本稿で、は
詳論しない。 Joshi/Roodbergen2007：・ 74--75を見よ。重要なのは、同詩節が、 A3.1.143が言及する任意性が
限定的任意性であることを明示していることである（grab幼...te na vibha~yante）。

65KV on A 3.1.143 (I.209.10ー11): acaJ.i apavad幼Igrah幼 gr泊地Ivyavasthitavibha~a ceyam I jalacare nityaqi 
gr ahめIjyoti~i ne~yate I tatra grahaJ.i eva; SK 2905 (490.7-8): pak~e ’c I vyavasthitavibh匂eyamI tena jalacare 
gr油油Ijyoti~i grah幼／

66g巴haという語の表示対象「家」は、 krt接辞の意味である〈行為主体〉の限定要素（upadhi）であるo

geha C: ~ ＞う語は upapada項目ではない。 Nyasaon KV to A 3.1.144 (II.535.29-30): gehe kartariti I耐 nagehe 
iti pratyay訂thasyakartur upadhir iyam, na tiipapadam iti dar8ayati I 

67 grhaに関しては多様な語義解釈が可能で、ある。 Amarako§aに対する注釈書の一つAmarapadavivrtiは「入っ
てくる者達をつかむもの（受け入れるもの）」（grhi:iantipravi~！an iti grhaJ.i）と説明する（APVon Amarako必 2.2.4c
[197.19］）。一方、 Siddhantakaumudfは「穀物等をつかむもの（穀物等を保存する場所）」（grhi:iatidhanyadikam 
iti grham）という説明を与える（SK2906 [490.12））。
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lqt接辞 Kaが導入されて派生する680 

3.7 BhK6.84→A 3.1.145-147 

BhK 6.84: vatahaticalacchakha69 (l3)nartaka iva s訟hin功／

du!)s泊五 hi70parik科pt劫kvaJ_ladbhir(l4）型豆竺坐坐／／

「風に打たれて揺れ動く［手のような］枝を持ち、羽音を立てる歌手のような蜂達に

固まれた、踊り子のような樹々は、ああ、［我らには］耐え難い」

(13) A 3.1.145 silpini号vun//

「専門家である〈行為主体〉が表示されるべきとき71、動詞語根の後に lqt 接辞~vuN が起

こる」

［解説］ A 3.1.145は規則の適用対象となる動調語根を特定しない。これに対し、ノtタ

ンジャリは適用動調語根の完全枚挙（parigal).ana）を提案する。

MBh on A 3.1.145 (11.92.20): nμikhanira吋ibhyaiti vaktavyam I 

「動詞語根町t（「踊る」）、 khan（「掘る」）、 ra吋（「染める」）の後に」と述

べられるべきである720 

これにより、 A3.1.145の適用対象となる動詞語根が町t、khan、ra吋に制限される7¥

(13) nartak功ivas球hinめ（「踊り子のような樹々」）における nartaka（「踊り子」）と

いう語は、動詞語根nrtの後に A 3.1.145 により lqt 接辞~vuN が導入されて派生する。
ノfッティが上記パタンジャリの言明を念頭に置いていることは明らかであろう7¥

(14) A 3.1.146 gas thakan // 

68grahにKITである Ka接辞が後続するとき、 A6.1.16 grahijyavayivyadhiva~tivicativrscatiprcchatibl!rjjatinail 
iliti caにより grahのr音には samprasara1_1aであるr音が代置される。そして、 r音とそれに後続する a音の両
者に A6.1.108 samprasara1_1ac caによりr音が代置されて、 grhaとし追う語形が派生する。 grah+Ka →grah + 

a→ grh +a→ grha. 

69マリナータは vatahatacalacchakhaと読む。意味に違いはない。

70マッリナータは凶と読むが意味は同じである。

71silpinという語は何らかの行為の熟練者を意味する（SK2907 [490.14ー15]:kriyak初旬Imμsliparμ tadvati 
kartari ~刊n syat）。

72 Biilamanoramiiは当該言明を v加 tikaと見なすが（BMon SK 2907 [IV.42.18]: v如 tik細 idam）、 Kielhom
版（Abhyankar1962-72）と Rohathak版（Vedavrata1962-63）には nrti凶anirafijibhyal_lという varttikaは収
録されていない。一方、 NSP版（Sastrl/Kudala1937）には収録されている。

73 なお ~iddhiintakaumudf によれば、パタンジャリがA3.1.145の適用対象と認める動詞語根は実際には凶
とkhanだけである。 A6.4.24 aniditii.rμ hala upadhay功凶iti に対する Bha~ya において、パタンジャリが、 r司jaka
（「洗濯屡」）という語は A3.1.145に基づく与vuNでなく us2.32 kvun silpisa吋fiayorapiirvasyapiに基づく
U早adi接辞KvuNで終わる語であることを明示しているからである（MBhon vt. 5 to A 6.4.24 [IIl.175.6]: kita 
eva出 au1_1adikaJ.i）。 SK2907 (490.18ー19):bha~yamate tu nrtikhanibhyam eva ~vun I rafijes tu kvun silpisafijfiayor 
iti kvun I 

14KiiSikiiνrttiも上記言明を引用する（KVon A 3.1.145 [1.209.18]: n抑制ianira員1jibhyal_lpariga1_1anaiμ kar-
tavyam）。もし、同書以後に Bhaffikiivyaが成立したと仮定するならば、パッティは Kiisikiiν！＂（tiの説明に従っ
ただけであるとも考えることができる。両作品の前後関係を確定するのは難しいが、 Kasikiivrtti以前にパッ
テイがパーニニ文典の注釈（vivara1_1a）を著したとする Nyasaの記述は注目に値する（！！｜村2012:85, note 4 
を見よ）。この数少ない文献学的証拠を尊重し、本研究では Bhaffikiivyaの成立は KiiSikiiνrttiの成立以前と
いう立場をとる。



Bha!fikiivya研究一BhK6. 71 86: nirupapadalqdadhikara (111村） 151 

「専門家である〈行為主体〉が表示されるべきとき、動詞語根gai（「歌う」）の後に !qt接辞

thakaNが起こる」

［解説］ ( 14) aligathakaiち（「歌手のような蜂達」）における gathaka（「歌手」）という語

は、動詞語根gaiの後に A3.1.146により !qt接辞thakaNが導入されて派生する7¥

なお、パーニニは A3.1.146の次に以下のような規則を定式化している。

(15) A3.l.1479yu~ca// 

「〈行為主体〉である専門家が表示されるべきとき、動詞語根gai（「歌う」）の後

に !qt 接辞~yuTも起こる」

しかし、パッティは同規則を例証しない。次節で見る BhK6.85では A3.1.148 has ca 

vnnika!ayoりの例証に移っている。 BhK8.34において gayana（「歌手」）という語の使

用例が見られることから、パッティがA3.1.147とそれに基づく派生形gayana(gai + 

~yuT）を知っていたことに疑問の余地はない76。何故パッティは BhK 6.71-86にお

いて A3.1.147の例証を省略し得たのか。

この点に関して着目すべきは、 A3.1.147の定式化目的である。 A3.1.146とA3.l.147

による !qt 接辞 thakaN と ~yuT導入の意味条件は、いずれも「専門家である〈行為主
体〉が表示されるべきとき」（silpinikartari）であり、両接辞導入の対象となる動詞語

根はいずれも gaiである。したがって、パーニニは A3.1.146とA3.1.147をまとめた

次のような規則を定式化できたはずである。

*A 3.1.146 go早yutthakanau// 

「専門家である〈行為主体〉が表示されるべきとき、動詞語根gai（「歌う」）

の後に !qt 接辞 thakaN と ~yuTが起こる」

*A 3.1.146 は thakaN の導入と~yuTの導入という二つの文法操作を規定する。ここで
想起すべきは、既に Narang1969: 94-96によっても指摘されているように、パッテイ

は一つの規則が複数の文法操作を規定するとき、操作適用の一例のみを提示すること

でその規則の例証を済ます場合がしばしばあることである。この点を考慮すると、 A

3.1.147例証省略の問題に関して次の可能性が想定される。すなわち、パッティは A

3.1.146とA3.1.147を一対のもの、すなわちネA3.1.146と同価値のものと見なし、動

詞語根gaiの後に thakaNを導入する文法操作を例証するれば事足りると考えたので

ある。

この仮説を支持する具体的証拠として、 A3.3.100 lqiiaJ:i Sa caが例証される BhK7.70

を挙げよう。

BhK 7.70: vrajyavafi niruddhlik~an vidyevanu符凶誌riyanI 

niracikramad icch孟tovan紅孟iμscankramavataJ:i // 

優雅な足どりをした女性は、［手で］目を隠すという［指示通りの］行為を

なしまっすぐに進めない猿達を、彼らの望み通り去らせた。ちょうど［真

言の］知識が祭式行為を実践した人達に［彼らが望むものを］得させるよ

うに。

A 3.3.100 kfi'iaJ:i Sa ca// 

「女性形の領域で、動詞語根IqN（「なす」）の後に、 !qt接辞 KyaPに加え

ておも起こるJ

75gaiのai音には A6.1.45 ad eca upadese 'sitiにより五音が代置される。

76BhK 8.34: pradidrk~ata no nrtyaip. naSu銅~ata gayanan I ramaip. susmur~ama1:10 ’sau kapir virahadu幽 itamII 
（「その猿［ハヌーマット］は別離に苦しむラーマを思い出そうとしたので、踊りを見ょうとせず、歌手達
［の歌］を開こうともしなかった」）なお、 BhK8.1-49はA1.3.12 anudattailita atmanepadamから A1.3.77 
vibha~opapadena pratiyamaneまで、のatmanepada選択規則を例証する箇所である。
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*A 3.1.146と同様、 A3.3.100は同じ条件下で同じ動詞語根の後に二種の lqt接辞が起

こることを規定する。そのうち、詩節 b句の表現 anu~！hitakriyan （「［指示通り］行為

をなした［猿達］／祭式行為を実践した人達」）における kriya（「［祭式］行為」）と

いう語により例証されるのは、動詞語根kl;の後に lqt接辞白を導入する文法操作であ

る。これにより A3.3.100の例証は果たされるため、 kl;の後に lqt接辞KyaPを導入す

る文法操作の例証は省略されている。

ちなみにパーニニ文法家達によれば、パーニニが＊A3.1.146を定式化せず、 A3.1.146 

とA 3.1.147を別々に定式化（yogavibhaga）したのは、 thakaNとNyu'fのうち、後

者だけを後続規則 A3.1.148 has ca vrThikalayoJ;iに継起させるためである（KVon A 

3.1.147 [I.210.5]: yogavibhag功 uttar訂th功； KVon A 3.1.148 [I.210.7]: cakarel}a IJYU! 

anuki;~yate) 77 o 

3.8 BhK6.85→ A 3.1.148-149 

BhK 6.85: (i6iekahayanasaraligagafi raghukulottamau I 

( l 7) lavakau fatrusak江namr~yamiikam 78 agacchatam II 

巧みに敵の勢力をそぐラグ家の三人の最上者（ラーマとラクシュマナ）は、一歳の子

象のような足取りで、リシャムーカへやって来た。

(16) A 3.1.148 has ca vnnikalayo与／／

「米または時間である〈行為主体〉が表示されるべきとき、それぞれ動詞語根OhaK（「捨て

る」）と Oha肉（「行く」）の後に lqt接辞Nyu'fが起こる」

［解説］ A 3.1.148は、捨てる行為を意味し parasmaipadaをとる動詞語根ha(dhatupatha 

III.8: OhaK tyag巴）と進行行為を意味しatmanepadaをとる動調語根回（dhatupathaIII.7: 

OhaN gatau）の後に、米または時間である〈行為主体〉が表示されるべきときに lqt

接辞Nyu'fが起こることを規定する79。Kasikiivrttiによれば、時間であるく行為主体〉

が表示されるべきときには、進行を意味する動詞語根回の後lこNyu'fが起こり、「［季

節ごとの］様相を帯びるもの、すなわち年」（jihitebhavan）を意味する hayanaという

語が派生する800 パッティの表現（16)ekahayanasaraligagati （「一歳の子象のような足

77Nytisaは次のように述べる。 Nyasaon KV to A 3.1.147 (II.537.28-29): uttaratra cakar切 aJ.IYU~ evanuvfttir 
yatha syat thakano ma bhiid iti I go J.IYU¥thakanau ity ekayoge thakann apy anulq~yeta I （「後続規則（A3.1.148) 
における ca 音により ~yu'fだけが継起すべきであり、 thakaN は継起してはならない。このような目的で
［規則が別々に定式化されている］。 goJ.IYUlthakanau と一つの規則が定式化される場合、［~yu'fに加えて］
thak必4も［後続規則に］読み込まれるはずである」） Btilamanoramtiも同様の説明を与える。 BMonSK2909
(IV.16.15-19): cakara uktasamuccaye I gayater早yu¥thakan ca slpini kartari I . yady api gas thakan J.IYU¥ ca ity 
ek抑 evasiitram ucitam tathapi J.IYU¥ evottarasiitr巴anuvftty制 hoyogavibhag幼／（「ca音は既言及項目との連結
を意味する。専門家である〈行為主体〉が表示されるべきとき、動詞語根 gai の後lこ~yu'f と thakaN が起こ
る［という意味である］。 gasthakan J.IYU¥ caと一つだけのスートラ［を定式化するの］が適切であるとして
も、 ~yu'fだけを後続規則に継起させるために、規則が別々に定式化されている」）

78マッリナータはがyamiikamと読む。意味に違いはない。

79parasmaipadaと孟tmanepadaの選択はそれぞれA1.3. 78 se~at kartari parasmaipadamとA1.3.12 anudatt泊 ita
atmanepadamに基づく。

8°Kv on A 3.1.148 (1.210.8): kale一hayanaJ:isal!lvatsara年Ijihlte bhavan iti kftva I 
jih!te bhavanという分析文を解釈するにあたっては、次のAmarapadaνiνrtiによる説明が参考になる。 APV

onAmarako§a 1.4.21b (85.13）：・ jahatikrame早aftiin iti hayanaり／（「hayanaは、順番に季節を捨て去るもの（年）
を意味する」）ただし、ここでAmarapadavivrtiがparasmaipadaをとる haを語基として想定している点、に留
意すべきである。

なお、 ]'Jyu'fがhaに後続するとき、 ]'Jyu'fのyu音には A7 .1.1 yuvor anakauにより anaが代置され、 haの
最終音量には A7.3.33 ato yuk ci早lqtoりにより yUKが付加される。



Bha!!ikavya研究－BhK6. 71-86: nirupapadalqdadhikara (111村）

取りの［ラーマとラクシユマナ］」）における hayanaは、その文法操作を例証するも

のである810

(17) A 3.1.149 prusrlv幼 samabhihar巴vun// 
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「xを巧みになす〈行為主体〉が表示されるべきとき、動調語根pru（「動く」）、 Sf（「進む」）、

Iii （「切る」）の後に lqt接辞vuNが起こる」

［解説］パーニニ文法学において、一般的にsamabhiharaという語は行為の反復（paun功punya) 

または行為の激しさ（bhf8atva）を意味する820 ナーゲーシャ（Nage旬、 17世紀晩期一18

世紀）によれば、後者は全体性（kartsnya）と同義で、ある830 この解釈は以下の Bha~ya
に基づいたものである。

MBh on A 3.1.22 (II.28.16-18): adhi泊 yai;todakasecanatai;t<;ful孟vapanaidhopa

kar~ai;takri y功It功kascitkartsnyena karoti kascit akartsnyena I yaりkartsnyena

karoti sa ucyate papacyata iti I pun功punarva pacati papacyata iti I 

鍋を火の上に置く行為（adhisrayai:ia）、鍋に水を注ぐ行為（udakasecana）、鍋

に米を入れる行為（tai;t<;fulavapana）、燃料を補給する行為（edhopakar~ai;ta) 
［が部分的行為（avayavakriya）］である。ある人はそれら［部分的行為］を

全体的に（kartsnyena）なし、ある人は部分的に（akartsnyena）なす。［部分

的行為を］全体的になす人が「彼は全体的に料理している」（papacyate）と

言われる。あるいは、何度も何度も［主要行為（pradhanakriya）である］料

理行為をなす人が「彼は繰り返し料理している」（papacyate）と言われる840 

一方、 A3.1.149における samabhiharaという語からは、〈行為主体〉の行為実践の

巧みさ（sadhukfuitva）が間接的に指示されるお。この間接的指示は、上述したように

samabhiharaという語が行為実践回数の多さ（行為実践の反復）を意味することに基

づく。同じ行為を繰り返し実践していれば、概してその行為に熟達することが経験さ

れるからである860A3.1.149における samabhihara解釈の根拠となるのは次のような

Bh匂yaの言明である。

MBh on vt. 1 to A 3.1.149 (II.93.3-4 ): prasrlval) sadhuk訂ii;tivun vidhey幼／

s紘rdapi y幼 su~thu karoti tatra yatha syad bahufo 'pi yo du与tukaroti tatra m五

bhiid iti I 

81マッリナータは Kasikavrttiの見解を踏襲する。 SPon BhK (11.192.1-3): jih!t巴 bhavaniti hayana年
saiμvatsar幼 Ihas ca vriliikalayo与itijahater jih!tes ca tantre早opadan五dyathasaiμkhyaiμ v品 1kalayorlyutpratyaye 
(r巴ad:i:iyu¥pratyaye) yugagama~ I 

82BM on SK 2147 (11.671.20）：・ pauna年punyaiμbhrfatvaiμ ca kriyasamabhihar幼／

自3LSISon SK 2929 (11.268.36): bhがおthaちkartsnyamI 

84 Uddyota on MBh to A 3.1.22 (llI.76.24-25): samiihariipayめ kriyaya~ kalabhedad bhede 'pi 叫jatyatsaiva 
punめpunara則前Iyataiti buddhya paunaりpunyamiti tatparyam I （「［部分的行為の］集合体である行為には時
間に基づく差異があるとしても、［料理行為という］同種の行為であることに基づいて、「その同じ［行為］
が繰り返し実践されている』という知が生じる。そのような知を根拠として［行為の］反復（paunaりpunya)
［という考え］が成立する。これが［Bha~ya の］趣旨である」）

85KV on A 3.1.149 (1.210.l 0・samabhiharagrahai:i巴natrasadhukaritvaiμ lak~yate; SK 2911 ( 490.9): samab-
hiharagraha早enasadhukaritvaiμ lak与yateI 

86PM on KV to A 3.1.149 (11.538.16ー18):yas ca yaiμ kriyaiμ pun幼 punaranuti与thatitasya tatra pray切a
kaufalam up勾ayateI at~ pray幼sahacaryatsadhukaritvaiμ lak~yate I lak~ai:iaya tatra v訂tataity artha~ I t巴nakiiμ 
siddhaiμ bhavatity忍ia-s北rdapi/ （「そして、ある人がある行為を繰り返し実践するならば、概してその人
はその行為をなすのが巧みになる。これ故、［行為実践回数の］多さとの連接に基づいて、［samabhiharaと
いう語により］行為の巧みさが間接的に指示される。間接的指示に基づいてその［行為の巧みさの］意味領
域で［vuNが］起こる、という意味である。それにより何が成立するのかという間いに対して ［Kasikavrtti
はs北.rdapi以下を述べている］」）
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vuNは、 xを巧みになす［〈行為主体〉］が表示されるべきとき、動詞語根

pru （「動く」）、 sr（「進む」）、 Hi（「切る」）の後に導入されるべきである。

ある［〈行為主体〉］が一度でも［xを］上手になすならば、そのような［〈行

為主体〉］を表示するために［vuN］が起こるべきであり、ある［〈行為主

体〉が］何度やっても［xを］なすことが下手ならば、そのような［〈行為

主体〉］を表示するために［vuN］が起こることはあってはならない。この

ような目的がある。

ナーゲーシャによれば、この言明は A3.1.149中の samabhihareをsadhukaril).iに読み

替えることを提案しているいA3.1.149 prusrlv功 siidhukaril).ivun) 87 0 同言明を考慮

してであろう、ボージャ（Bhoja、11世紀前半）は自身の文典Sarasvatrkal}fhabharal}a

において pruliifisrbhy功 sadhukari早ivunという規則を定式化している（SKλ1.3.229）。

以上のような A3.1.149に対する伝統的解釈に従えば、パッティの表現（17)lavakau

fatrufaktinamは「巧みに敵の勢力をそぐ［ラーマとラクシュマナ］」と解されるべきで、

ある88。当該表現における lavaka（「巧みにそぐ者」）は、動調語根liiの後に A3.1.149 

によりむt接辞vuNが導入されて派生する語である。

3.9 BhK6.86→A 3.1.150 

BhK 6.86: tau viilipra早idhimatvii sugrivo’cintayat kapiり／

bandhunii vigrhito’hruμ bhiiyiisarp (IS)jivak功katham// 

猿スグリーヴァは、彼ら（ラーマとラクシユマナ）をヴァーリンの密偵だと考え、「親

族と争っている私が、どうして生きたいと願うだろうか」と思った。

(18) A 3.1.150 asi~i ca II 

「祈願が理解されるとき89、動詞語根の後にkrt接辞 vuNが起こる」

［解説］パーニニ文法家達は A3.1.150の適用例としてjivak功（jiv+ vuN）と nandak拘

(nand+ vuN）を挙げる。それぞれ、 jivatiit（「彼が生きますように」）と nandiit（「彼が

喜びますように」）と意味的に等価で、ある90。すなわちjivakaとnandakaという語は、

生存行為と喜ぶ行為の〈行為主体〉となることを誰かに願われている者を意味する910

81Uddyota on MBh to A 3.1.149 (III.219.19): samabhiharagraha1_1asthane idaqi凶 yam抑制hal_l/

88マッリナータも次のように注釈する。 SPon BhK 6.85 (I.192.5-6): prusrlval_l samabhihare vun iti lunateJ:i 
samabhihare lak号砲ayasadhukaritve vunprat）吋幼／
Leonaridi 1972: 51.23; M.A. Karandikar/S. Karandikar 1982：・ 27.77;Fallon 2009: 117.13による先行訳には、

lavakaという語から理解される〈行為主体〉の行為実践の巧みさが反映されていない。

89祈願（話is）とは懇願の一種（prarth印刷se号a.1_1）であり、行為を対象とする（kriyavi号aya）。そしてそれ
は、話者が持つ属性（prayokf-dharma）である。 KVon A 3.1.150 (l.210.15): a劫 prarthan孟vise~幼 Isa ceha 
kriyavi号ayaり； SK2912 (490.13）：誕丑~ prayoktur dharmal_l I 

なお、 Kasikavrttiは別の箇所で祈願を「未だ獲得されていない望ましい対象を獲得しようとする欲求」（KV
on A 3.3.173 [I.291.6]: apraptasye~＼asyarthasya praptum iccha）と説明する。

90なお、 jivatatとnandatはそれぞれ動詞語根jiv（「生きる」）と nand（「喜ぶ」）の後に祈願を表すJOT接
辞が後続する語形である。 A3.3.173 asi~i Ii白lo¥auII （「祈願に限定された行為を表示する動調語根の後に !IN
接辞と JOT接辞が起こる」）

91KV on A 3.1.150 (I.210.14ー15): jivatat jivak幼 Inandat nandak幼 Iasih pra:rth組 avise~幼 I sa ceha 
kriyavi~ayaJ:i I amu~yaJ:i kriyay碕kartabhavet ity evam asasyate I （「【例｝彼が生きますように（jivatat手vakaり）
彼が喜びますように（nandat=nandakal_l）。祈願とは懇願の一種である。そして我々の体系では、それは行為
を対象とする。そのような［願われる］行為の〈行為主体〉でありますように、とこのように祈願がなさ
れる」）

Siddhantakaumudfによれば、例えば、祈願者である息子が父等に対して述べる表現である（SK2912[490.13]: 
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(18) aham bhiiyasam jivak功 katham（「どうして私は私が生きる者であることを願

うだろうか」）における jivaka（「私が生きる者でありますように」）は、動調語根jiv

（「生きる」）の後に A3.1.150により lqt接辞 vuNが導入されて派生する語である。

jivakaりはjivyasam(jiv「生きる」 1stsg. precative P.）と等価である（SPon BhK 6.86 

[I.192.12]) 920 なお、 jivakaという語により祈願の意味が理解されるにもかかわらず、

加えて bhuyasam(bhu「存在する」 1stsg. precative P.）という祈願法を用いるのは、

マッリナータによれば祈願の意味をより明瞭にするためである930
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A Study of Bhattikavya 6.71-86: nirupapadakrdadhikara 

Yuto Kawamura 

In BhK 5.97-7.85 Bhatti illustrates Pfu_lini’s grammatical rules which introduce lqt affixes after verbs. 

According to the commentators Jayama白galaand Mallinatha, the krdadhikara constituted by BhK 5.97 

7 .85 is divided into subsections: 

(a) fiidhikiira (e・g.,vane+ car+ Ta→νanecara‘one who does penance in the forest’） 

BhK 5.97-100→ A 3.2.16 care~ fafi-A 3.2.23 na §abdaslokakalahagiithiivairaciifusiitramantrapade~u II 

(b) krtyadhikiira ( e目g.,pracch + taνyaT → pra~favya ‘that which is to be asked’） 

BhK 6.46 67→ A 3.1.95 krtyiifi-A 3.1.132 cityiignicitye ca II 

(c) nirupapadakrdadhikiira (e.g., kr + J:lvuL→kiiraka‘［Sugrlva,] who forms [a friendship with Rama］’） 

BhK 6.71 86→ A 3.1.133 ~νultrcau-A 3.1.150 iisi~i ca II 

(d) sopapadakrdadhikiira (e.g., §atru +Iii+ al;I→ §atruliiva‘one who destroys an enemy’） 

BhK 6.87-93→A 3.2.I karma~ya~－A 3.2.16 care~ fafill 

（巴） khasiidyadhikiira (e.g., satれ＇a+ ej-i + KHaS→sattνamりaya‘［lions]which scare animals') 

BhK6.94ー108→ A3.2.28 ejefi khas-A 3.2.47 gamas ca II 

（η＜）iidhikiira ( e・g.,diira + gam + pa→diiraga‘［a町ows]which fly far’） 

BhK 6.109-6.111→ A 3.2.48 antiityantiidhvadiirapiirasa同iinante~u <)afi A 3.2.50 ape kle§atamasofi II 

(g) sopapadakrdadhikiira ( eふ Sfr~a + han ＋加nl → Sfr~aghiitin ‘［Rama,] who cuts a demon’s head off') 

BhK 6.112-133→A 3.2.51 kumiiraSfr~ayor i:zinifi A 3.2.101 anye~v api drsyate II 

(h) nirupapadakrdadhikiira (e.g., kr + Kta→ krta‘that which has been done’） 
BhK 6.134-136→ A3ユ102ni~！hii-A 3.2.104 jf；η1ater atrn II 

(i) tiicchflikiidhikiira (e.g., kr + trN→kartr‘that which habitually [shakes the forest］’） 

BhK 7.1-27→ A 3.2.134 ii kves tacchflataddharmatatsiidhukiiri~u-A 3.2.178 anyebhyo’pi drsyate II 

。） nirvise~akrdadhikiira (e.g., kr + ul;I →kiiru '[Sugriva,] who accomplishes [Rama’s pu叩ose］’）

BhK 7.28-33→A 3.3. I ui:ziidayo bahulam-A 3.3.17 sr sthire II 

(k) gha加 dyadhikiira(e.g., nas + GHaN→nii§a‘the act of perishing, perishment’） 

BhK7.34-85→A 3.3.18 bhiive-A 3.3.128 iito yuc II 

This paper considers (c). The commentators call nirupapadakrt lqt affixes provided for by A 3.1.133-

150. The occurrence of these lqt affixes, except for Ka (A 3.1.136) and Sa (A 3.1.137), is not conditioned 

by a co-occurring item (upapada). The following points are to be noted: 

1. BhaW’s expression dhiirayaifi iimodam （‘［the wind] which carries a pleasant fragrance') to illustrate A 

3.1.139 dadiitidadhiityor vibhii~ii is problematic. For, a genitive ending should be introduced by A 2.3.65 
kartrkarmai:zofi krti after iirnoda to denote an object (karman) since iimoda is construed with dhiiraya, which 
ends in the !qt affix !;la （→ dhiirayaifi iimodasya). Jayamailgala justifies the expression by saying that the 
introduction of a genitive ending by the rule is not obligatory (anitya). 

2. In the Bha~ya on A 3.1.145 silpini ~vun Pata匂alistates that the !qt af且x!jvuN is i附 oducedonly after配

verbs nrt‘danc巴’， khan‘digup’， and ra高j‘dye’Bha¥¥i,who accepts this restriction on verbs in which血E

rule applies, uses the form narta白 川 組cer',nrt + !jvuN→nartaka) to illustrate the rule. 

3. Bhagi does not illustrate A 3.1.147 i:zyuf ca. A 3.1.146 gas thakan provides that the !qt affix thakaN is 
introduced after th巴verbgai‘sing’to denote an agent if the agent is an expert in singing (siかin).A 3.1.147 
provides that the !qt affix J:lyげ alsooccurs after the same verb under the same meaning condition. These 
two rules can form a single rule. Bha¥¥i holds that for the purpose of illustrating the rules it su侃cesto 
illustrate A 3.1.146. 
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